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ＣＯＮＴＥＮＴＳ 

1.  モバイルＩｏＴ関連動向 
 

2.  ＩｏＴ系サービスのイメージ 
 

3.  ３ＧＰＰにおけるＩｏＴ関連仕様の検討状況 
 

4.  ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴの主な無線関連仕様 
 

5.  ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴ導入に際しての共用検討の考え方 
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• 今後、世界の低速度、省電力ＩｏＴ無線ネットワークは、急速に拡大していくと考えられる。 

• 国内では、ここ１年、法人向けＩｏＴ/Ｍ２Ｍ回線は２ケタ成長を遂げている。 

１． モバイルＩｏＴ関連動向 
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• ＩｏＴ系サービスは様々な産業において、活用されていくと考えられている。 

• 利用形態に応じた適切なネットワーク技術で提供されることが重要である。 

２． ＩｏＴ系サービスのイメージ 
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３． ３ＧＰＰにおけるＩｏＴ関連仕様の検討状況 

• ３ＧＰＰでは、ＩｏＴ系サービスに関する仕様（ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴ）をＲｅｌ．１３にて策定済み。 

• ６ＲＢ運用 
• １アンテナのみ対応（最大１Ｍｂｐｓ） 
• Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ等サポート（３～１５ｄＢカバレッジ拡張） 

ｅＭＴＣ（Ｃａｔ．Ｍ１ ） ＮＢ-ＩｏＴ（Ｃａｔ．ＮＢ１） 

• １ＲＢ運用 
• １アンテナのみ対応（数１０ｋｂｐｓ程度） 
• Ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ等サポート（３～２３ｄＢカバレッジ拡張） 

※ 

※ NB-IoTでは2.91時間 
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（参考） ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴの運用パターン 

ＮＢ-ＩｏＴ（Ｃａｔ．ＮＢ１） 

ｅＭＴＣ（Ｃａｔ．Ｍ１） 

• ｅＭＴＣは、ＬＴＥバンド内での運用のみ規定。 

• ＮＢ-ＩｏＴは、下図のように３つの運用パターンが規定されている。 
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４． ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴの主な無線関連仕様 

  ｅＭＴＣ ＮＢ-ＩｏＴ 備考 

主な無線
関連仕様 

周波数帯 
７００ＭＨｚ、８００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、 

１．５ＧＨｚ、１．７ＧＨｚ、２ＧＨｚ、２．５ＧＨｚ 
７００ＭＨｚ、８００ＭＨｚ、９００ＭＨｚ、 

１．５ＧＨｚ、１．７ＧＨｚ、２ＧＨｚ 
国内割当済み周波数帯だけ記載 

最大周波数帯域幅 

基地局 １ユーザに対しての最大送信帯域幅は１．０８ＭＨｚ １ユーザに対しての最大送信帯域幅は１８０ｋＨｚ 
ｅＭＴＣ  ：６ＲＢ 
ＮＢ-ＩｏＴ：１ＲＢ 

移動局 １．４ＭＨｚ ２００ｋＨｚ 

周波数許容偏差 

基地局 
±０．０５ｐｐｍ（３８ｄＢｍを超える基地局） 

±０．１ｐｐｍ（２０ｄＢｍを超え３８ｄＢｍ以下の基地局） 
±０．２５ｐｐｍ（２０ｄＢｍ以下の基地局） 

±０．０５ｐｐｍ（３８ｄＢｍを超える基地局） 

移動局 ±０．１ｐｐｍ （＞１ＧＨｚ） 、  ±０．２ｐｐｍ （≦１ＧＨｚ） 

変調方式 

基地局 ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ ＱＰＳＫ 
ＬＴＥ：ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、
２５６ＱＡＭ 

移動局 ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ Π/２シフトＢＰＳＫ、Π/４シフトＱＰＳＫ、ＱＰＳＫ 
ＬＴＥ：ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、 
６４ＱＡＭ 

最大伝送速度 

基地局 ８００ｋｂｐｓ ２１ｋｂｐｓ 

移動局 １Ｍｂｐｓ ６２ｋｂｐｓ 

通信方式 ＦＤＤ、ＨＤ-ＦＤＤ、ＴＤＤ ＨＤ-ＦＤＤ ＬＴＥ：ＦＤＤ、ＴＤＤ 

移動局の空中線電力 ２００ｍＷ （２３ｄＢｍ） / １００ｍＷ （２０ｄＢｍ） ＬＴＥ：２００ｍＷ （２３ｄＢｍ） 

ＭＩＭＯ、ＣＡ対応 非対応 非対応 

（参考） 

待ち受け時消費電力 約０．１％ 約０．０４％ 

ＬＴＥとの比較で表現 カバレッジ ＋１５ｄＢ ＋２３ｄＢ 

モデムのコスト ２０～２５％ ２０％以下 

• ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴの主な無線関連仕様は下表の通り。 
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５． ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴ導入に際しての共用検討に関する考え方 

• ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴ（Ｉｎｂａｎｄ、ＧＢ運用）の共用検討関連仕様（※）は下表の通り。 
   （※） ＡＣＬＲ（隣接チャネル漏洩電力）、ＳＥＭ（スペクトラムエミッションマスク）、スプリアス発射 

• ｅＭＴＣは、ＬＴＥと同じ仕様であるため新たな共用検討は不要と考えられる。ＮＢ-ＩｏＴは、一部ＬＴＥと異なる
規定（下表赤色部分）があるが、いずれの場合も新たな共用検討は不要と考えられる（次頁以降参照）。 

  ＬＴＥ/ＬＴＥ-Ａ ｅＭＴＣ 
ＮＢ-ＩｏＴ 

（Ｉｎｂａｎｄ、ＧＢ運用） 
共用検討必要性考察 

ＡＣＬＲ 

基地局 

（参考１） 
（対ＬＴＥ、３Ｇ） 
隣接：－４５ｄＢｃ 
次隣接：－４５ｄＢｃ 

同左 同左 ー 

移動局 

（参考１） 
（対ＬＴＥ） 
隣接：－３０ｄＢｃ 
 
（対３Ｇ） 
隣接：－３３ｄＢｃ 
次隣接：－３６ｄＢｃ 

同左 
（対３Ｇ） 
隣接：－３７ｄＢｃ 

① 規定値がＬＴＥよりも厳しい値となって
おり、新たな共用検討は不要 

ＳＥＭ 

基地局 （参考２） 同左 同左 ー 

移動局 （参考２） 同左 ＬＴＥと一部異なる規定 
② 送信波近傍でＬＴＥよりも緩くなる場合
があるが、周波数オフセットにより影響回避
可能であるため、新たな共用検討は不要 

スプリアス
発射 

基地局 （参考３） 同左 同左 ー 

移動局 （参考３） 同左 
ＬＴＥと（適用範囲が）一部異な
る規定 

③ スプリアス領域がＬＴＥよりも送信波近
傍に設定されるため、より厳しい規定値と
なるため、新たな共用検討は不要 
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① ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局ＡＣＬＲ規定について 

ＬＴＥ/ＬＴＥ-Ａの移動局ＡＣＬＲ規定 （＝ｅＭＴＣの移動局ＡＣＬＲ規定） 

送信波 

隣接ＣＨ （３Ｇ） 

送信帯域幅 

次隣接ＣＨ （３Ｇ） 次隣接ＣＨ （３Ｇ） 
隣接ＣＨ （３Ｇ） 

送信帯域幅 送信帯域幅 送信帯域幅 送信帯域幅 

－３６ｄＢｃ －３６ｄＢｃ 

－３３ｄＢｃ －３３ｄＢｃ 

－３０ｄＢｃ －３０ｄＢｃ 

隣接ＣＨ （ＬＴＥ） 隣接ＣＨ （ＬＴＥ） 

ＮＢ-ＩｏＴの移動局ＡＣＬＲ規定 

• ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局ＡＣＬＲ規定は隣接ＣＨが３Ｇの場合のみ規定されているが、この規定は、従来規定
よりも厳しいー３７ｄＢｃとなっているため、新たな共用検討は不要と考えられる。 

送信波 

隣接ＣＨ （３Ｇ） 隣接ＣＨ （３Ｇ） 

送信帯域幅 送信帯域幅 送信帯域幅 

－３７ｄＢｃ －３７ｄＢｃ 
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（参考） 移動局ＡＣＬＲ規定の比較 

隣接帯域の電力密度は 
ＮＢ-ＩｏＴが最も低い 

• ＡＣＬＲ規定値を元に隣接帯域の電力密度（ＡＣＰ）を比較 → ＮＢ-ＩｏＴが最も低くなる 
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② ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局ＳＥＭ規定について 

• ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局ＳＥＭ規定は、送信波近傍周波数では従来よりも緩くなる場合がある（下図参照）。 

• しかし、運用周波数をシフトすることで影響を従来以下とするための周波数オフセット値が規定されており、既
存システムへの影響を回避することができるため、新たな共用検討は不要と考えられる。 

ＮＢ-ＩｏＴでは、影響回避のため送信周波数を
数百ｋＨｚ程度ずらして運用することができる 

10 
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（参考） 周波数オフセット後の移動局ＳＥＭ 

（ＬＴＥ ５ＭＨｚの場合） （ＬＴＥ １０ＭＨｚの場合） 

（ＬＴＥ １５ＭＨｚの場合） （ＬＴＥ ２０ＭＨｚの場合） 

２００ｋＨｚ 
オフセット 

２４０ｋＨｚ 
オフセット 

２２５ｋＨｚ 
オフセット 

２４５ｋＨｚ 
オフセット 
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ＬＴＥ/ＬＴＥ-Ａの移動局スプリアス発射規定 （＝ｅＭＴＣの移動局スプリアス規定） 

③ ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局スプリアス発射規定 

送信波 

システム帯域幅 システム帯域幅＋５ＭＨｚ 

帯域外領域 スプリアス領域 

ＮＢ-ＩｏＴ 
送信波 

１．７ＭＨｚ 

帯域外 
領域 

スプリアス 
領域 

• ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局スプリアス発射規定（絶対値）は従来と同一規定であるが、ＮＢ-ＩｏＴでは、スプリア
ス領域が従来よりも送信波の近傍周波数帯に設定されているため（送信周波数帯の端部より１．７ＭＨｚ以
上）、既存システム保護の観点からは、従来よりも厳しい値で保護されることとなっている。 

• このため、新たな共用検討は不要と考えられる。 

スプリアス規定値 

スプリアス規定値は従来どおり 

ＮＢ-ＩｏＴの移動局スプリアス発射規定 
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（参考１） 移動局、基地局ＡＣＬＲ規定 

（※１） ＴＳ３６．１０１ （６．６．２．３章＆６．６．２Ｆ．３章） 
（※２） ＴＳ３６．１０４ （６．６．２章）、 

離調周波数 規定値 参照帯域幅 

ＬＴＥ５ＭＨｚ 

５ＭＨｚ 
-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ ４．５ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ 

５ＭＨｚ 
-４５ｄＢｃ ４．５ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ 

ＬＴＥ１０ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ 
-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ ９ＭＨｚ 

２０ＭＨｚ 

７．５ＭＨｚ 
-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ ３．８４ＭＨｚ 

１２．５ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ 
-４５ｄＢｃ ９ＭＨｚ 

２０ＭＨｚ 

７．５ＭＨｚ 
-４５ｄＢｃ ３．８４ＭＨｚ 

１２．５ＭＨｚ 

ＬＴＥ１５ＭＨｚ 

１５ＭＨｚ 
-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ １３．５ＭＨｚ 

３０ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ -１３ｄＢｍ/ＭＨｚ ３．８４ＭＨｚ 

１５ＭＨｚ 
-４５ｄＢｃ １３．５ＭＨｚ 

３０ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ -４５ｄＢｃ ３．８４ＭＨｚ 

ＬＴＥ２０ＭＨｚ 

２０ＭＨｚ 
-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ １８ＭＨｚ 

４０ＭＨｚ 

１２．５ＭＨｚ 
-１３ｄＢｍ/ＭＨｚ ３．８４ＭＨｚ 

１７．５ＭＨｚ 

２０ＭＨｚ 
-４５ｄＢｃ １８ＭＨｚ 

４０ＭＨｚ 

１２．５ＭＨｚ 
-４５ｄＢｃ ３．８４ＭＨｚ 

１７．５ＭＨｚ 

離調周波数 

規定値 

参照帯域幅 

相対値 絶対値 

ＬＴＥ５ＭＨｚ 

５ＭＨｚ -３０ｄＢｃ -５０ｄＢｍ ４．５ＭＨｚ 

５ＭＨｚ -３３ｄＢｃ 

-５０ｄＢｍ ３．８４ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ -３６ｄＢｃ 

ＬＴＥ１０ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ -３０ｄＢｃ -５０ｄＢｍ ９ＭＨｚ 

７．５ＭＨｚ -３３ｄＢｃ 

-５０ｄＢｍ ３．８４ＭＨｚ 

１２．５ＭＨｚ -３６ｄＢｃ 

ＬＴＥ１５ＭＨｚ 

１５ＭＨｚ -３０ｄＢｃ -５０ｄＢｍ １３．５ＭＨｚ 

１０ＭＨｚ -３３ｄＢｃ 

-５０ｄＢｍ ３．８４ＭＨｚ 

１５ＭＨｚ -３６ｄＢｃ 

ＬＴＥ２０ＭＨｚ 

２０ＭＨｚ -３０ｄＢｃ -５０ｄＢｍ １８ＭＨｚ 

１２．５ＭＨｚ -３３ｄＢｃ 

-５０ｄＢｍ ３．８４ＭＨｚ 

１７．５ＭＨｚ -３６ｄＢｃ 

ＮＢ-ＩｏＴ ２．６ＭＨｚ -３７ｄＢｃ -５０ｄＢｍ ３．８４ＭＨｚ 

（２） 基地局ＡＣＬＲ規定（※２） （１） 移動局ＡＣＬＲ規定（※１） 
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（参考２） 移動局、基地局ＳＥＭ規定 

（※１） ＴＳ３６．１０１ （６．６．２．１章）、（※２） ＴＳ３６．１０１ （６．６．２Ｆ．１章）、（※３） ＴＳ３６．１０４ （６．６．３章） 

（３） 基地局ＳＥＭ規定（※３） （１） 移動局ＳＥＭ規定（※１） 

オフセット周波数 |△ｆ| 許容値 

参照帯域幅 

１ＧＨｚ未満 １ＧＨｚ以上 

０．０５ＭＨｚ以上 
５．０５ＭＨｚ未満 

-７ｄＢｍ-７/５×（△ｆ-０．０５）ｄＢ 

１００ｋＨｚ 

１００ｋＨｚ 

５．０５ＭＨｚ以上 
１０．０５ＭＨｚ未満 

-１４ｄＢｍ 

１０．０５ＭＨｚ以上 -１３ｄＢｍ １ＭＨｚ 

オフセット周波数 |△ｆ| 

許容値 （ｄＢｍ） 

参照帯域幅 
ＬＴＥ 

５ＭＨｚ 
ＬＴＥ 

１０ＭＨｚ 
ＬＴＥ 

１５ＭＨｚ 
ＬＴＥ 

２０ＭＨｚ 

０ＭＨｚ以上 
１ＭＨｚ未満 

-１５ -１８ -２０ -２１ ３０ｋＨｚ 

１ＭＨｚ以上 
２．５ＭＨｚ未満 

-１０ -１０ -１０ -１０ 

１ＭＨｚ 

２．５ＭＨｚ以上 
５ＭＨｚ未満 

-１０ -１０ -１０ -１０ 

５ＭＨｚ以上 
６ＭＨｚ未満 

-１３ -１３ -１３ -１３ 

６ＭＨｚ以上 
１０ＭＨｚ未満 

-２５ -１３ -１３ -１３ 

１０ＭＨｚ以上 
１５ＭＨｚ未満 

  -２５ -１３ -１３ 

１５ＭＨｚ以上 
２０ＭＨｚ未満 

    -２５ -１３ 

２０ＭＨｚ以上 
２５ＭＨｚ未満 

      -２５ 

オフセット周波数 |△ｆ| 許容値 （ｄＢｍ） 参照帯域幅 

０ＭＨｚ ２６ 

３０ｋＨｚ 

１００ｋＨｚ -５ 

１５０ｋＨｚ -８ 

３００ｋＨｚ -２９ 

５００ｋＨｚ以上 
１７００ｋＨｚ未満 

-３５ 

オフセット （ｋＨｚ） 

ＬＴＥ ５ＭＨｚ ２００ 

ＬＴＥ １０ＭＨｚ ２２５ 

ＬＴＥ １５ＭＨｚ ２４０ 

ＬＴＥ ２０ＭＨｚ ２４５ 

※ ＮＢ-ＩｏＴ移動局のＳＥＭが従来のＳＥＭを超えないよう、
送信周波数帯域の端部からのオフセット値が規定されている。 

（２） ＮＢ-ＩｏＴ移動局ＳＥＭ規定（※２） 
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（参考３） 移動局、基地局スプリアス発射規定 

周波数範囲 許容値 参照帯域幅 

９ｋＨｚ以上 
１５０ｋＨｚ未満 

-３６ｄＢｍ 

１ｋＨｚ 

１５０ｋＨｚ以上 
３０ＭＨｚ未満 

１０ｋＨｚ 

３０ＭＨｚ以上 
１０００ＭＨｚ未満 

１００ｋＨｚ 

１０００ＭＨｚ以上 
１２．７５ＧＨｚ未満 

-３０ｄＢｍ １ＭＨｚ 

送信周波数の端部より１０ＭＨｚ以上離れた周波数範囲に適用。 

（※１） ＴＳ３６．１０１ （６．６．３章＆６．６．３Ｆ章） 
（※２） ＴＳ３６．１０４ （６．６．４章） 

（２） 基地局スプリアス規定（※２） （１） 移動局スプリアス規定（※１） 

周波数範囲 許容値 参照帯域幅 

９ｋＨｚ以上 
１５０ｋＨｚ未満 

-１３ｄＢｍ 

１ｋＨｚ 

１５０ｋＨｚ以上 
３０ＭＨｚ未満 

１０ｋＨｚ 

３０ＭＨｚ以上 
１０００ＭＨｚ未満 

１００ｋＨｚ 

１０００ＭＨｚ以上 
１２．７５ＧＨｚ未満 

１ＭＨｚ 

送信周波数の端部より、ＬＴＥ５ＭＨｚシステムは１０ＭＨｚ以上、ＬＴＥ１０ＭＨｚシステ
ムは１５ＭＨｚ以上、ＬＴＥ１５ＭＨｚシステムは２０ＭＨｚ以上、ＬＴＥ２０ＭＨｚシステムは
２５ＭＨｚ以上に適用。 
ＮＢ-ＩｏＴでは１．７ＭＨｚ以上離れた周波数範囲に適用。 
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いつか、あたりまえになることを 

16 


	新世代モバイル通信システム委員会�ワイヤレスＩｏＴアドホック�説明資料
	スライド番号 2
	１．　モバイルＩｏＴ関連動向
	２．　ＩｏＴ系サービスのイメージ
	３．　３ＧＰＰにおけるＩｏＴ関連仕様の検討状況
	（参考）　ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴの運用パターン
	４．　ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴの主な無線関連仕様
	５．　ｅＭＴＣ、ＮＢ-ＩｏＴ導入に際しての共用検討に関する考え方
	①　ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局ＡＣＬＲ規定について
	スライド番号 10
	②　ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局ＳＥＭ規定について
	スライド番号 12
	③　ＮＢ-ＩｏＴにおける移動局スプリアス発射規定
	（参考１）　移動局、基地局ＡＣＬＲ規定
	（参考２）　移動局、基地局ＳＥＭ規定
	（参考３）　移動局、基地局スプリアス発射規定
	スライド番号 17

